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‭Abstract‬

‭The‬ ‭purpose‬ ‭of‬ ‭this‬‭study‬‭is‬‭to‬‭reveal‬‭the‬‭roles‬‭of‬‭“waka”‬‭for‬‭portraits.‬ ‭The‬‭experiment‬‭shows‬
‭that‬‭we‬‭can‬‭read‬‭portraits‬‭of‬‭“Asagao‬‭No‬‭Kimi”‬‭and‬‭“Fujitsubo‬‭No‬‭Miya”‬‭from‬‭“waka”.‬‭This‬‭study‬
‭concludes that expressions of ”waka” play the role of portraits.‬

‭要約‬

‭　源氏物語には多くの人物が登場し、それぞれの特徴が多岐にわたる方法で書き分けられている。‬
‭特に和歌は、作中で多く詠まれ、人物造形に大きな影響を与えていると考えられる。よって、和歌が人‬
‭物造形に果たす役割を明らかにすることを研究の目的とした。作中の女性を2人取り上げ、それぞれの‬
‭人物と和歌の特徴を調べた結果、各々の人物像が和歌から読み取れたため、和歌の表現が人物造‬
‭形の役割を果たしていると結論づけた。‬

‭1.はじめに‬

‭　源氏物語には多くの人物が登場し、それぞれの人物ごとに特徴がある。紫式部はそれらの特徴を‬
‭実に多岐にわたる方法でかき分けているが、殊に和歌は、795首も作品の中に含まれており、人物造‬
‭形に大きな影響を与えていると考えるのは必然だろう。私達は、源氏物語の和歌における表現方法に‬
‭ついて論じている高津高校LC国語班【15】(令和5年)の先行研究から、内容を一部引き継ぎ研究を行‬
‭うことにした。また、夕顔と空蝉という源氏物語中の二人の女性の対称性を、和歌や地の文に見られる‬
‭特徴から読み解いた宮本(2019)の研究から、詠者の和歌に共通する特徴が、詠者の人物造形を果た‬
‭しているということがわかっている。このことから、本研究ではこれを藤壺の宮と槿の君という二人の女性‬
‭に投影しても、同じような結果が得られるのではないかと仮説を立て、二人の女性が読んだ和歌に着‬
‭目し、和歌が人物造形に果たす役割を明らかにすることを目的とする。‬

‭2.研究手法‬

‭二人の女性の和歌と人物の特徴を調べ、他の人物が詠んだ和歌と比較した結果から和歌が人物造‬
‭形にどのような役割を果たしているのかを考察する。‬

‭　≪調査１≫‬
‭和歌以外の本文から藤壺の宮と槿の君の二人について、それぞれの人物像を調査する。‬

‭　≪調査２≫‬
‭二人の女性が詠んだ和歌に着目し、それぞれが詠んだ和歌が持つ特徴を明らかにする。‬

‭≪調査３≫‬
‭　≪調査２≫で見られる表現などが、同時代の和歌ではどのような用法・心情で用いられているのかを‬
‭論文やコーパスなどを用いて調査する。‬

‭3.結果‬

‭≪調査１≫‬
‭　藤壺の宮は硬派な印象を受ける女性であり、性格は慎重で隙がなく、気丈であるが一方で、源氏‬

‭との関係に迷いや戸惑いが見られる人物として描かれている。‬
‭(藤壺の宮は光源氏の父親(桐壺帝)の新しい妻であり、義母にあたる。)‬
‭　槿の君は藤壺の宮と同じく芯が強い女性である。しかし、源氏との関係は落ち着いたもので、藤壺‬

‭の宮と異なり光源氏の魅力に取り込まれることなく、源氏を“拒む”という意志を持ち続けた女性として‬



‭描かれている。‬
‭(槿の君は源氏のつれなさに大変苦しんでいるという女性の噂を聞き、自分は決して彼女たちの二‬

‭の舞いにはならないと決心している。)‬

‭≪調査２≫‬
‭[‬‭藤壺の宮‬‭]‬‭　‬
‭・ながらふる　ほどは憂けれど　行きめぐり　今日はその世に　逢ふ心地して‬

‭・おほかたの　憂きにつけては　厭へども　いつかこの世を　背き果つべき‬

‭・おほかたに　花の姿を　見ましかば　つゆも心の　おかれましやは　など‬

‭藤壺の宮は和歌中に憂しという単語（3首*／11首中）や、仮定表現（3首*／11首中）が複数見られる‬
‭という特徴があった。そして、憂しという単語は世の中にかかるものと自分の身や置かれている状況に‬
‭かかるものの２種類があり、仮定表現を含む和歌はネガティブで自分身にかかるものであることがわ‬
‭かった。（*...どちらの特徴にも含まれるものも含む）‬

‭[‬‭槿の君‬‭]‬‭　‬
‭・花の香は　散りにし枝に　とまらねど　うつらむ袖に　浅くしまめや‬

‭・秋はてて　霧の籬に　むすぼほれ　あるかなきかに　うつるあさがほ　‬

‭・そのかみや　いかがはありし　木綿欅　心にかけて　しのぶらむゆゑ　など‬

‭槿の君の和歌には、時間に関する表現がある和歌（4首／7首中）と、人を無生物に例えた和歌（3/7‬
‭首中）が多くあるという特徴を発見した。‬

‭≪調査３≫‬
‭　ここで、論文を用いた調査が困難だったため調査方法を変更した。藤壺の宮はコーパスを用いた和‬
‭歌比較で調査を進め、槿の君は源氏物語中の女性の和歌との比較で特徴を探ることにした。‬
‭[‬‭藤壺の宮‬‭]‬
‭　古今和歌集並びに拾遺和歌集に収録されている憂しという単語を含む和歌は全38歌、仮定表現を‬
‭含む和歌は全13歌あった。‬
‭　憂しという単語を含む和歌は、‬
‭１.世の中にかかるもの(*16/38)‬
‭２.自分自身や自分の置かれている状況にかかるもの(*11/38)‬
‭３.その他(*15/38)に分類することができた。(*...他の項目との被りを含む)‬
‭そして、それぞれについて分析した結果、更に細かく分類することができた。‬
‭1.は(a)自分が辛い世の中から逃げ出したい(b)世の中と何かを重ね合わせた和歌(c)その他の3つ。‬
‭2.は(d)何かに対して(e)感情として(f)わが身が、つらいの3つ。‬
‭3.は(g)動物を(h)秋を(i)その他を題材としたものの3つ。‬
‭　また、仮定表現が含まれる和歌について、≪調査2≫から藤壺の宮の和歌で使われる仮定表現はネ‬
‭ガティブなものや自身の置かれている状況にかかっていることがわかっている。‬
‭そのため、藤壺と同じように仮定表現が使われている和歌(6/13)を比較対象とした。そしてこれらの和‬
‭歌は、想い人や恋人が関連したネガティブなものが多く、距離や時間について触れているものが多い‬
‭印象を受けた。‬

‭　[‬‭槿の君‬‭]‬
‭　源氏物語中の女性の和歌の中で、時間に関する和歌(時間の流れを詠んだ歌、時間の流れを惜しん‬
‭だ歌)は7首あり、そのうち4首が槿の君によって詠まれていた。‬
‭　また、源氏物語中の女性が、人を無生物に例えて詠んだ和歌は36首あり、そのうち槿の君和歌は3‬
‭首であった。36首のうち、(ⅰ)源氏に関連のある内容の和歌は21首である。そのうちの半分以上である‬
‭13首は、(ⅱ)源氏との関係に対する不安や非難、源氏の来訪に対する喜び、源氏との間の子に関す‬
‭ることを詠んだ和歌である。一方、槿の君が人を無生物に例えて詠んだ3首はそれぞれ、源氏が最初‬
‭の妻を亡くしたことをあわれむ和歌、源氏の娘である明石の姫君の入内の際に、明石の姫君への薫物‬
‭とともに贈った和歌、自分は色褪せてしまったと源氏の好意を取り合わない意図の和歌である。‬



‭※上記の円グラフは、源氏物語の中で、女性が人を無生物に例えて詠んでいる和歌のうちの(ⅰ)　の‬

‭割合を、右の円グラフは、(ⅰ)のうちの(ⅱ)の割合を示している。‬

‭4.考察‬

‭[‬‭藤壺の宮‬‭]‬
‭憂しが含まれている藤壺の和歌は、≪調査3≫の分類から、1.世の中にかかる憂しと2.自分自身や‬

‭自分の置かれている状況にかかる憂しに分類できる。‬
‭1.世の中にかかる憂しについて、藤壺は「子どものためにつらい世の中を本当に捨てることはできな‬

‭い」と詠んでいる。この時点で藤壺は出家をしていたので、実際には世捨て人となるため≪調査3≫で‬
‭の分類から、つらい世から逃げ出したいという意味である(a)は少し当てはまらないように思われるかもし‬
‭れない。しかし、全体の文意を読み取れば今はまだ完全には世から離れることができておらず、本当‬
‭は完全に世から離れたいという意が読み取れるため、大きくみれば(a)に該当するといえる。そして(a)‬
‭の和歌はすべて、世を捨てたいと思いつつも、そこで生じる障壁との葛藤が同時に詠まれている。‬

‭このことから、どれだけ自分が辛くとも、こどもを守らなければならないという藤壺の葛藤と、芯のつよ‬
‭さが表現されているのではないかと考えられる。‬
‭　‬
‭　2.自分自身や自分の置かれている状況にかかる憂しについて、藤壺の和歌はわが身を憂いている‬
‭ので(f)に分類される。(f)は全体的に、俯瞰的な視点で歌が詠まれている。‬

‭このことから、藤壺は自身の状況を客観的な視点で見ることのできる、冷静さを持つ人物だったと考‬
‭えることができる。‬

‭≪調査2≫，≪調査3≫から、藤壺の宮の和歌で使われる仮定表現は、ネガティブなものや自身の‬
‭置かれている状況にかかっているということと、藤壺と同じように仮定表現が使われている和歌には、‬
‭想い人や恋人が関連したネガティブなものが多く、距離や時間について触れているものが多いというこ‬
‭とがわかっている。‬

‭このことから、仮定表現を用いることで、藤壺の宮の迷いがみえる光源氏との関係に距離（壁）をつく‬
‭りだしているのではないかと考えられる。‬

‭また、仮定表現の和歌をポジティブなもの、ネガティブなもので分類すると、圧倒的にネガティブなも‬
‭のが多く、藤壺の仮定表現を用いた和歌がネガティブなことや送り主がすべて光源氏であることから‬
‭も、彼女が光源氏との関係に否定的な気持ちを持っていたことが読み取れる。‬

‭　‬‭[‬‭槿の君‬‭]‬
‭時間に関する和歌を多用していることから、槿の君は時が進んでいくことやその一瞬、つまり時間の‬

‭有限性を意識していたと考えることができる。‬
‭このことから、彼女は光源氏からの恋心を有限なものだと考えており、その一時性やその先を意識し‬

‭ていたと考えられるのではないだろうか。これは、槿の君が持つ源氏の恋愛観に対する認識(多くの女‬
‭性と関係を持つがあまり、一時愛していたとしても新しい女性ができればその愛は薄れていく)と類似し‬
‭ていると捉えることができる。‬

‭また、≪調査3≫から、人を無生物に例えた物語中の和歌の半分以上が、源氏との関係について詠‬
‭んだものであるのに対して、槿の君が人を無生物に例えて源氏との関係について詠んだ和歌は一つも‬
‭ないことがわかった。この違いが、他の多くの女性とは異なった、源氏を拒み続ける槿の君の人物像を‬
‭表出させていると考えられるだろう。‬



‭5.結論‬

‭　私達は和歌が人物造形に果たす役割を明らかにすることを目的として、藤壺の宮と槿の君の二人を‬
‭挙げ、人物と和歌の特徴を調査し同時代の和歌との比較を行った。その結果、二人の女性のそれぞ‬
‭れに、特有の和歌の特徴を見つけることができた。また、考察より、これらの特徴は詠者それぞれの人‬
‭物像を表していると言える。したがって、仮説は立証された。また、和歌は、詠者の人物像を、その表‬
‭現や技法に形を変えて、歌の中に反映することで、物語において人物造形を担うという役割を持つと‬
‭結論付けた。‬
‭　本研究の課題点としては、和歌を分類する際にも、客観的な根拠として参考文献を用いる必要があ‬
‭ることが挙げられた。また、今後の展望として、本研究で二人とした研究対象の人数を増やすことで、‬
‭より多様な観点から和歌の役割を探ることができると考える。さらに、本研究において用いた調査方法‬
‭や考察は、他の人物や物語への応用も可能だと考えられる。‬
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